
ぼ
く

の
大

好
き

な「
ア

ン
パ

ン
マ

ン
」の

な
か

ま
を

描
き

まし
た！

！ 「
ア

ン
パ

ン
マ

ン
」と

「
バ

イ
キ

ン
マ

ン
」「

メ
ロ

ン
パ

ン
ナ

ち
ゃ

ん
」と

「
ド

キ
ン

ち
ゃ

ん
」。

ぜ
ー

ん
ぶ

好
き

だ
け

ど
１

番
好

き
な

の
は

…
や

っ
ぱ

り
ア

ン
パ

ン
マ

ン
で

す！
！

横
 田

　
叶

 翔
く

ん（
も

も
組

）
か

な
と

か
り

ゆ

よ
こ

た

私
、お

絵
描

き
が

好
き

で
、色

々
な

も
の

を
描

け
ま

す
よ

♥
 だ

ぁ
ー

い
好

き
な「

お
か

あ
さ

ん
」と

「
お

と
う

さ
ん

」を
描

き
ま

し
た

。
２

人
と

も
ま

つ
げ

が
長

く
て

、か
わ

い
い

ん
だ

よ！
！ 

上
手

に
描

け
た

で
し

ょ！
？

福
山

  弓
佳

璃
ちゃ

ん（
も

も
組

）
ふ

く
や

ま

４
月

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド（

金
剛

石
）

̶
 洗

浄
・

無
垢

 ̶

男
　

1,
26

1人
（

－
６

人
）

女
　

1,
30

9人
（

－
３

人
）

計
　

2,
57

0人
（

－
９

人
）

世
帯

数
94

0世
帯（

－
２

世
帯

）
（

平
成

30
年

２
月

末
現

在
）

12
月

う
づ
き

A
pr
il

卯
 月

人
の
動
き

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
30
年

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０

１
８

年
４

月
行

　
　

事
　

　
等

日
曜

新
郷

温
泉

館
休

館
日

資
源

ご
み（

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

等
２

品
目

）収
集

日
粗

大
ご

み
収

集
受

付（
～

13
日

）
春

の
全

国
交

通
安

全
運

動（
～

15
日

）
小

・
中

学
校

入
学

式
春

の
防

火
広

報
パ

レ
ー

ド
新

郷
温

泉
館

休
館

日
春

の
火

災
予

防
週

間（
～

15
日

）
障

が
い

者
出

張
相

談
（

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

 1
0：

00
～

12
：

00
）

資
源

ご
み（

新
聞

等
５

品
目

）収
集

日
人

権
相

談
所（

相
談

室
 9

：
00

～
12

：
00

）
第

42
3回

子
ど

も
会

親
子

早
起

き
掃

除
春

の
ク

リ
ー

ン
大

作
戦

新
郷

温
泉

館
休

館
日

資
源

ご
み（

ビ
ン

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
等

２
品

目
）収

集
日

粗
大

ご
み

収
集

日
乳

児
・

１
歳

６
ヶ

月
児

・
２

歳
児

健
診

新
郷

温
泉

館
休

館
日

燃
え

な
い

ご
み

収
集

日
　

※
毎

月
第

４
火

曜
日

新
郷

村
商

店
活

性
化

こ
ど

も
商

品
券

交
付

申
請 （

～
26

日
）

春
季

犬
の

登
録

と
狂

犬
病

予
防

注
射（

～
27

日
）

使
用

済
小

型
家

電
製

品
巡

回
回

収（
～

27
日

）
資

源
ご

み（
缶

）収
集

日
　

※
毎

月
第

４
金

曜
日

五
戸

地
区

消
防

連
絡

協
議

会
観

閲
式

2 6 7 8 9 11 13 15 16 20 23 24 25 26 27 30

月 金 土 日 月 水 金 日 月 金 月 火 水 木 金 月

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の

広
報

紙
は

地
産

地
消

・
輸

送
マ

イ
レ

ー
ジ

に
配

慮
し

た
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

神
無

月

「15年間ありがとう」野沢中学校卒業証書授与式（関連記事２～３ページ）

髙
長

根
　

さ
く

ら
ち

ゃ
ん

Ｈ
29
・
５
・
29
生

（
地
区
）
西
越

（
パ
パ
）
博
樹

（
マ
マ
）
真
衣

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て

く
だ
さ
い
。

た
か

な
が

ね

ひ
ろ
き

ま
い

14
広
報
　
　
　
　
　
　
H
30
．3
月
号

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○
し

ん
ご

う
保

育
園
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更
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な
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ま
し
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広報　　　　　　H30．3月号 23 広報　　　　　　H30．3月号

新
郷
村
立

　新
郷
中
学
校
外
崎 

隆
治
校
長

　
春
光
穏
や
か
な
３
月
、
村
内
の
４
つ
の
小
中
学
校
で

平
成
29
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご卒業おめでとう

ございます！！
新
郷
村
立

　西
越
小
学
校

盛 

裕
子
校
長

ひ
ろ

こ

新
郷
村
立

　野
沢
中
学
校

管 

宏
校
長

ま
こ
と

　
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
か
ら
早
６
年
。

今
で
は
ラ
ン
ド
セ
ル
も
小
さ
く
な
り
、
心
も
体
も
大
き
く

成
長
し
た
卒
業
生
。
４
月
か
ら
は
制
服
に
身
を
包
み
、

新
し
い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
新
郷
村
で
の
義
務
教
育
の
課
程
を
無
事
に
終
え
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
す
中
学
３
年
生
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
人
生
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る

生
徒
た
ち
の
表
情
は
、
と
て
も
大
人
び
て
見
え
ま
し
た
。
退
場
時
に
は
恩
師
や

保
護
者
へ
深
々
と
頭
を
下
げ
、
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

新
郷
村
立

　戸
来
小
学
校
杉
本 

一
郎
校
長

　小
学
校
で

の
一
番
の
思

い
出
は
、
修

学
旅
行
で

す
。
自
主
見

学
で
み
ん
な

と
函
館
の
町
を
散
策
し
た
の
が

楽
し
か
っ
た
！
中
学
は
八
戸
市
の

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
中
学
校
に
進
み

ま
す
。
学
校
は
違
う
け
ど
み
ん
な

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！　卒

業
を
控

え
て
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま

す
。
小
学
校

で
は
、
修
学

旅
行
の
自
主

見
学
で
五
稜
郭
タ
ワ
ー
に
の
ぼ
っ
た

の
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
活
に
は
不
安
よ
り
期
待
が

大
き
い
で
す
。
部
活
は
テ
ニ
ス
部
に

入
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
！

　中
学
校
生

活
で
一
番
印

象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、

運
動
会
で
紅

組
の
団
長
を

や
っ
た
こ
と
で
す
。
時
間
配
分
を
考

え
て
行
動
し
た
り
、
み
ん
な
を
ま
と

め
た
経
験
が
思
い
出
で
す
。
高
校
に

進
学
し
た
ら
寮
に
入
る
の
で
、
自
立

し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
親
に
は
、「
15
年
間
育
て

て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」と

伝
え
た
い
で
す
。

　一
番
の

思
い
出
は

修
学
旅
行

で
初
め
て

東
京
に
行

き
、
友
達

と
協
力
し
て
プ
ラ
ン
を
練
っ
て

行
動
し
た
こ
と
。
高
校
に
行
っ

た
ら
、
美
術
部
に
入
っ
て
部
活

の
仲
間
と
高
校
生
活
を
楽
し
く

送
り
た
い
で
す
。
同
級
生
の

み
ん
な
！
大
好
き
！
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
仲
良
く
し
よ
う
ね
！

学び舎を巣立つ25名のみなさん
ご卒業おめでとうございます！

《
平
成
29
年
度
卒
業
者
数
》

戸
来
小
学
校
　
８
人

西
越
小
学
校
　
４
人

新
郷
中
学
校
　
８
人

野
沢
中
学
校
　
５
人

郷ちゃん新くん

土
　
本
　
　
　
義 
く
ん

あ
き

佐
　
藤
　
陽
　
菜 

さ
ん

ひ

な

豊
　
島
　
翔
　
大 

さ
ん

し
ょ
う

だ
い

上
野
山
　
稚
　
菜 

さ
ん

わ
か

な
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新
郷
村
立

　新
郷
中
学
校
外
崎 

隆
治
校
長

　
春
光
穏
や
か
な
３
月
、
村
内
の
４
つ
の
小
中
学
校
で

平
成
29
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご卒業おめでとう

ございます！！
新
郷
村
立

　西
越
小
学
校

盛 

裕
子
校
長

ひ
ろ

こ

新
郷
村
立

　野
沢
中
学
校

管 

宏
校
長

ま
こ
と

　
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
か
ら
早
６
年
。

今
で
は
ラ
ン
ド
セ
ル
も
小
さ
く
な
り
、
心
も
体
も
大
き
く

成
長
し
た
卒
業
生
。
４
月
か
ら
は
制
服
に
身
を
包
み
、

新
し
い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
新
郷
村
で
の
義
務
教
育
の
課
程
を
無
事
に
終
え
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
す
中
学
３
年
生
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
人
生
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る

生
徒
た
ち
の
表
情
は
、
と
て
も
大
人
び
て
見
え
ま
し
た
。
退
場
時
に
は
恩
師
や

保
護
者
へ
深
々
と
頭
を
下
げ
、
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

新
郷
村
立

　戸
来
小
学
校
杉
本 

一
郎
校
長

　小
学
校
で

の
一
番
の
思

い
出
は
、
修

学
旅
行
で

す
。
自
主
見

学
で
み
ん
な

と
函
館
の
町
を
散
策
し
た
の
が

楽
し
か
っ
た
！
中
学
は
八
戸
市
の

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
中
学
校
に
進
み

ま
す
。
学
校
は
違
う
け
ど
み
ん
な

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！　卒

業
を
控

え
て
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま

す
。
小
学
校

で
は
、
修
学

旅
行
の
自
主

見
学
で
五
稜
郭
タ
ワ
ー
に
の
ぼ
っ
た

の
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
活
に
は
不
安
よ
り
期
待
が

大
き
い
で
す
。
部
活
は
テ
ニ
ス
部
に

入
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
！

　中
学
校
生

活
で
一
番
印

象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、

運
動
会
で
紅

組
の
団
長
を

や
っ
た
こ
と
で
す
。
時
間
配
分
を
考

え
て
行
動
し
た
り
、
み
ん
な
を
ま
と

め
た
経
験
が
思
い
出
で
す
。
高
校
に

進
学
し
た
ら
寮
に
入
る
の
で
、
自
立

し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
親
に
は
、「
15
年
間
育
て

て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」と

伝
え
た
い
で
す
。

　一
番
の

思
い
出
は

修
学
旅
行

で
初
め
て

東
京
に
行

き
、
友
達

と
協
力
し
て
プ
ラ
ン
を
練
っ
て

行
動
し
た
こ
と
。
高
校
に
行
っ

た
ら
、
美
術
部
に
入
っ
て
部
活

の
仲
間
と
高
校
生
活
を
楽
し
く

送
り
た
い
で
す
。
同
級
生
の

み
ん
な
！
大
好
き
！
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
仲
良
く
し
よ
う
ね
！

学び舎を巣立つ25名のみなさん
ご卒業おめでとうございます！

《
平
成
29
年
度
卒
業
者
数
》

戸
来
小
学
校
　
８
人

西
越
小
学
校
　
４
人

新
郷
中
学
校
　
８
人

野
沢
中
学
校
　
５
人

郷ちゃん新くん

土
　
本
　
　
　
義 

く
ん

あ
き

佐
　
藤
　
陽
　
菜 

さ
ん

ひ

な

豊
　
島
　
翔
　
大 

さ
ん

し
ょ
う

だ
い

上
野
山
　
稚
　
菜 

さ
ん

わ
か

な



広報　　　　　　H30．3月号 45 広報　　　　　　H30．3月号

歳出 ２９億２，３３０万円

（　）は構成比

新郷村各会計別当初予算額
（単位：千円・％）

村税の内訳 1億8,419万9千円
たばこ税 670万0千円（3.6%）

歳入 ２９億２，３３０万円

住みよい村づくりに29億2,330万円住みよい村づくりに29億2,330万円住みよい村づくりに29億2,330万円
　
平
成
30
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
３
月
９
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
30
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
29
億
2
、3
3
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
5
、8
8
0
万
円
、
2
・
1
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（　）は構成比

村民税
5,870万1千円

（31.9%）

軽自動車税
1,120万6千円

（6.1%）
特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
1億0,759万1千円

（58.4%）

平成30年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

総 　 務 　 費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　 4億4,327万5千円（5億1,261万9千円）
●税システム等リース料及び利用料
●戸籍総合システムハードウェアリース料
●路線バス等運行業務委託料
●ふるさと特産品PR業務委託料
●集落活動支援事業 
●地域情報基盤管理事業費
●川代ものづくり学校管理運営費

民 　 生 　 費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　  5億3,959万3千円（5億7,745万5千円）
●三戸郡福祉事務組合負担金
●新郷村社会福祉協議会補助金
●介護保険特別会計への繰出金
●障害児施設措置費 
●重度心身障害者医療費給付費
●障害者自立支援給付費
●国保特別会計への繰出金
●後期医療特別会計の繰出金
●放課後児童健全育成事業委託料
●施設型給付費 
●児童手当    

1,155万5千円
484万9千円

1,552万3千円
1,200万0千円

720万0千円
1,431万1千円
1,386万8千円

770万6千円
1,181万3千円

1億0,150万6千円
660万0千円
500万0千円

6,820万0千円
4,613万9千円
6,024万1千円

540万0千円
8,700万0千円
2,950万0千円 合　　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

特定環境保全公共下水道

会　　　計　　　別

29億2,330万0千円

13億1,399万9千円

4億0,142万7千円

1億0,294万4千円

4,722万6千円

7,846万4千円

1億6,369万1千円

42億3,729万9千円

平成30年度当初予算額 平成29年度当初予算額

28億6,450万0千円

14億7,570万9千円

4億5,524万5千円

1億1,945万9千円

9,515万1千円

8,603万8千円

2億3,829万9千円

43億4,020万9千円

2.1%

△11.0%

△11.8%

△13.8%

△50.4%

△8.8%

△31.3%

△2.4%

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険 4億5,286万5千円 8.7%4億9,232万5千円

2,792万2千円 2,865万2千円 △2.5%

前年度対比

総務費
4億4,327万5千円

（15.2%）

教育費 2億0,966万9千円（7.2%）

商工費 1億4,220万6千円（4.9%）

衛生費 9,873万8千円（3.4%）

議会費 5,565万6千円（1.9%）

その他 560万5千円（0.2%）

農林水産業費
3億4,741万1千円

（11.9%）

土木費
3億7,830万3千円

（12.9%）

消防費
4億3,874万4千円

（15.0%）

公債費
2億6,410万0千円

（9.0%）
民生費

5億3,959万3千円 
（18.4%）

地方交付税
15億2,000万0千円

（52.0%）

県支出金 1億4,520万0千円（5.0%）

村債 5億7,980万0千円（19.8%）

国庫支出金 1億7,904万8千円（6.1%）

諸収入 6,595万6千円（2.3%）

その他 2億4,909万7千円（8.5%）

村税 1億8,419万9千円（6.3%）

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
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歳出 ２９億２，３３０万円

（　）は構成比

新郷村各会計別当初予算額
（単位：千円・％）

村税の内訳 1億8,419万9千円
たばこ税 670万0千円（3.6%）

歳入 ２９億２，３３０万円

住みよい村づくりに29億2,330万円住みよい村づくりに29億2,330万円住みよい村づくりに29億2,330万円
　
平
成
30
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
３
月
９
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
30
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
29
億
2
、3
3
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
5
、8
8
0
万
円
、
2
・
1
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（　）は構成比

村民税
5,870万1千円

（31.9%）

軽自動車税
1,120万6千円

（6.1%）
特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
1億0,759万1千円

（58.4%）

平成30年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

総 　 務 　 費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　 4億4,327万5千円（5億1,261万9千円）
●税システム等リース料及び利用料
●戸籍総合システムハードウェアリース料
●路線バス等運行業務委託料
●ふるさと特産品PR業務委託料
●集落活動支援事業 
●地域情報基盤管理事業費
●川代ものづくり学校管理運営費

民 　 生 　 費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　  5億3,959万3千円（5億7,745万5千円）
●三戸郡福祉事務組合負担金
●新郷村社会福祉協議会補助金
●介護保険特別会計への繰出金
●障害児施設措置費 
●重度心身障害者医療費給付費
●障害者自立支援給付費
●国保特別会計への繰出金
●後期医療特別会計の繰出金
●放課後児童健全育成事業委託料
●施設型給付費 
●児童手当    

1,155万5千円
484万9千円

1,552万3千円
1,200万0千円

720万0千円
1,431万1千円
1,386万8千円

770万6千円
1,181万3千円

1億0,150万6千円
660万0千円
500万0千円

6,820万0千円
4,613万9千円
6,024万1千円

540万0千円
8,700万0千円
2,950万0千円 合　　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

特定環境保全公共下水道

会　　　計　　　別

29億2,330万0千円

13億1,399万9千円

4億0,142万7千円

1億0,294万4千円

4,722万6千円

7,846万4千円

1億6,369万1千円

42億3,729万9千円

平成30年度当初予算額 平成29年度当初予算額

28億6,450万0千円

14億7,570万9千円

4億5,524万5千円

1億1,945万9千円

9,515万1千円

8,603万8千円

2億3,829万9千円

43億4,020万9千円

2.1%

△11.0%

△11.8%

△13.8%

△50.4%

△8.8%

△31.3%

△2.4%

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険 4億5,286万5千円 8.7%4億9,232万5千円

2,792万2千円 2,865万2千円 △2.5%

前年度対比

総務費
4億4,327万5千円

（15.2%）

教育費 2億0,966万9千円（7.2%）

商工費 1億4,220万6千円（4.9%）

衛生費 9,873万8千円（3.4%）

議会費 5,565万6千円（1.9%）

その他 560万5千円（0.2%）

農林水産業費
3億4,741万1千円

（11.9%）

土木費
3億7,830万3千円

（12.9%）

消防費
4億3,874万4千円

（15.0%）

公債費
2億6,410万0千円

（9.0%）
民生費

5億3,959万3千円 
（18.4%）

地方交付税
15億2,000万0千円

（52.0%）

県支出金 1億4,520万0千円（5.0%）

村債 5億7,980万0千円（19.8%）

国庫支出金 1億7,904万8千円（6.1%）

諸収入 6,595万6千円（2.3%）

その他 2億4,909万7千円（8.5%）

村税 1億8,419万9千円（6.3%）

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
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〇
集
落
活
動
支
援
事
業

　
美
化
活
動
等
、
集
落
住
民
が
集

落
内
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
事
業
や
、
集
落
が
保
有
す

る
施
設
の
修
繕
事
業
等
に
対
し

て
、
20
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
７
２
０
万
円

〇
未
来
を
変
え
る
元
気
事
業（
川

　代
も
の
づ
く
り
学
校
古
農
具
資

　料
室
整
備
事
業
）

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
を
拠
点

と
し
た
地
域
づ
く
り
や
本
村
産
業

の
歴
史
を
紹
介
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
や
誘
客
に
繋
げ
る
た
め
、

古
農
具
等
の
展
示
室
を
整
備
し
ま

す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
９
０
０
万
円

〇
施
設
型
給
付
事
業

　
し
ん
ご
う
保
育
園
は
、「
認
定

こ
ど
も
園
」へ
の
移
行
に
伴
い
、

教
育
を
希
望
す
る
幼
稚
園
対
象
児

童
の
入
所
等
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
保
育
料
の

概
ね
半
額
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
８
、７
０
０
万
円

〇
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　
村
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就

学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

生
徒
が
、
医
療
保
険
で
医
療
の
給

付
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

　
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施
す

る
立
ち
枯
れ
病
等
防
除
対
策
事
業

に
お
け
る
土
壌
消
毒
剤
・
マ
ル
チ
等

購
入
経
費
に
対
し
、
村
で
１
／
２

以
内
の
助
成
を
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
６
０
万
円

〇
良
質
米
生
産
対
策
事
業

　
良
質
な
米
の
生
産
を
図
る
た

め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
航
空
防

除
の
フ
ラ
イ
ト
料
を
補
助
し
ま

す
。
昨
年
度
の
低
温
、
日
照
不
足

被
害
を
考
慮
し
、
平
成
30
年
度
は

１
／
２（
予
算
の
範
囲
内
）補
助
と

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
４
３
万
円

〇
に
ん
に
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除
対

　策
事
業

　
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ニ
ン
ニ

ク
の
土
壌
が
連
作
障
害
に
よ
り
病

害
虫
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
土
壌
消
毒
を
す
る
必
要
が
あ

り
土
壌
消
毒
剤
購
入
農
家
に
対

し
、
Ｊ
Ａ
と
共
同
で
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
７
０
万
円

　〇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
45
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
々
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

〇
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
農
業
生
産
条
件
の
不
利
性
に
お

け
る
農
業
活
性
化
を
支
援
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
カ
年
に
わ
た
り
、
25

の
集
落
協
定
に
対
し
て
、
交
付
金

を
支
払
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
４
、９
３
７
万
円

〇
酪
農
草
地
更
新
作
業
支
援
事
業

　
自
給
飼
料
の
生
産
体
制
を
推
進

し
、
良
質
な
生
乳
生
産
と
酪
農
経

営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
酪
農

活
性
化
協
議
会
が
実
施
す
る
共
同

利
用
機
械
に
よ
る
草
地
更
新
事
業

に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
作
業
経
費
の
一
部
を
支
援
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
０
０
万
円

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事
業

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
村
民
を
対
象
と
し
て

三
八
地
方
森
林
組
合
か
ら
購
入
す

る
薪
に
つ
い
て
予
算
の
範
囲
内
で

１
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

衛 　 生 　 費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  9,873万8千円（6,031万8千円）
●診療所特別会計への繰出金
●予防接種等委託料 
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）
●合併浄化槽整備費補助金
●癌検診等委託料 
●簡易水道特別会計への繰出金

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　 3億4,741万1千円（3億5,302万1千円）
●葉たばこ振興対策事業
●有機資源活用促進事業
●にんにくセンチュウ防除対策事業
●農業次世代人材投資事業
●酪農草地更新作業支援事業
●放牧場指定管理委託料
●中山間地域等直接支払事業
●有機資源センター新郷指定管理料
●有機資源センター新郷修繕費
●木質バイオマス利用促進事業
●森林整備センター受託事業
●森林環境保全整備事業
●小規模治山事業 
●広域農道路面補修負担金
●中山間地域総合整備事業負担金
●農村地域防災減災事業負担金
●農業集落排水事業特別会計への繰出金

商 　 工 　 費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　 1億4,220万6千円（1億4,755万1千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料
●新郷村商店活性化こども商品券
●温泉事業管理運営費      

土 　 木 　 費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　 3億7,830万3千円（4億2,584万9千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金
●道路改良事業費の測量設計委託料等
●雨池線等の工事請負費 
●除雪対策費  
●公営住宅外壁等工事請負費      

消 　 防 　 費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　 4億3,874万4千円（1億7,167万0千円）
●団員出動費用弁償
●全国瞬時警報システム（Ｊアラート）改修工事費
●八戸地域広域事務組合負担金    

教 　 育 　 費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　 2億0,966万9千円（2億5,580万8千円）
●特別支援教育支援員報償費
●語学指導外国青年招致事業費
●西越小学校電気設備改修工事費
●奨学金貸付金        
●小・中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）    

災 害 復 旧 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 260万0千円（300万0千円）
●農業用施設災害復旧費
●公共土木施設災害復旧事業費     

公 　 債 　 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2億6,410万0千円（2億9,720万0千円）
●長期債元金償還金 
●長期利子等償還金  

平成30年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

3,949万7千円
240万8千円
778万4千円

1,155万1千円
132万1千円
527万6千円

1,035万6千円

360万0千円
400万0千円
470万0千円
862万5千円
200万0千円
600万0千円

4,893万3千円
1,010万0千円

300万0千円
150万0千円
609万0千円

1,086万0千円
710万0千円

1,390万0千円
6,500万0千円
1,252万8千円
2,644万1千円

3,350万0千円
280万0千円

5,538万5千円

1億2,905万5千円
750万0千円

1億3,830万0千円
2,004万5千円

960万0千円

970万0千円
950万0千円

3億8,512万1千円

1,000万0千円
488万7千円
600万0千円
600万0千円

3,544万6千円

140万0千円
120万0千円

2億4,680万0千円
1,700万0千円

平
成
30
年
度

　新
郷
村
の
主
な
事
業
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〇
集
落
活
動
支
援
事
業

　
美
化
活
動
等
、
集
落
住
民
が
集

落
内
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
事
業
や
、
集
落
が
保
有
す

る
施
設
の
修
繕
事
業
等
に
対
し

て
、
20
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
７
２
０
万
円

〇
未
来
を
変
え
る
元
気
事
業（
川

　代
も
の
づ
く
り
学
校
古
農
具
資

　料
室
整
備
事
業
）

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
を
拠
点

と
し
た
地
域
づ
く
り
や
本
村
産
業

の
歴
史
を
紹
介
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
や
誘
客
に
繋
げ
る
た
め
、

古
農
具
等
の
展
示
室
を
整
備
し
ま

す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
９
０
０
万
円

〇
施
設
型
給
付
事
業

　
し
ん
ご
う
保
育
園
は
、「
認
定

こ
ど
も
園
」へ
の
移
行
に
伴
い
、

教
育
を
希
望
す
る
幼
稚
園
対
象
児

童
の
入
所
等
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
保
育
料
の

概
ね
半
額
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
８
、７
０
０
万
円

〇
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　
村
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就

学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

生
徒
が
、
医
療
保
険
で
医
療
の
給

付
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

　
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施
す

る
立
ち
枯
れ
病
等
防
除
対
策
事
業

に
お
け
る
土
壌
消
毒
剤
・
マ
ル
チ
等

購
入
経
費
に
対
し
、
村
で
１
／
２

以
内
の
助
成
を
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
６
０
万
円

〇
良
質
米
生
産
対
策
事
業

　
良
質
な
米
の
生
産
を
図
る
た

め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
航
空
防

除
の
フ
ラ
イ
ト
料
を
補
助
し
ま

す
。
昨
年
度
の
低
温
、
日
照
不
足

被
害
を
考
慮
し
、
平
成
30
年
度
は

１
／
２（
予
算
の
範
囲
内
）補
助
と

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
４
３
万
円

〇
に
ん
に
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除
対

　策
事
業

　
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ニ
ン
ニ

ク
の
土
壌
が
連
作
障
害
に
よ
り
病

害
虫
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
土
壌
消
毒
を
す
る
必
要
が
あ

り
土
壌
消
毒
剤
購
入
農
家
に
対

し
、
Ｊ
Ａ
と
共
同
で
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
７
０
万
円

　〇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
45
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
々
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

〇
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
農
業
生
産
条
件
の
不
利
性
に
お

け
る
農
業
活
性
化
を
支
援
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
カ
年
に
わ
た
り
、
25

の
集
落
協
定
に
対
し
て
、
交
付
金

を
支
払
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
４
、９
３
７
万
円

〇
酪
農
草
地
更
新
作
業
支
援
事
業

　
自
給
飼
料
の
生
産
体
制
を
推
進

し
、
良
質
な
生
乳
生
産
と
酪
農
経

営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
酪
農

活
性
化
協
議
会
が
実
施
す
る
共
同

利
用
機
械
に
よ
る
草
地
更
新
事
業

に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
作
業
経
費
の
一
部
を
支
援
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
０
０
万
円

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事
業

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
村
民
を
対
象
と
し
て

三
八
地
方
森
林
組
合
か
ら
購
入
す

る
薪
に
つ
い
て
予
算
の
範
囲
内
で

１
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

衛 　 生 　 費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  9,873万8千円（6,031万8千円）
●診療所特別会計への繰出金
●予防接種等委託料 
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）
●合併浄化槽整備費補助金
●癌検診等委託料 
●簡易水道特別会計への繰出金

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　 3億4,741万1千円（3億5,302万1千円）
●葉たばこ振興対策事業
●有機資源活用促進事業
●にんにくセンチュウ防除対策事業
●農業次世代人材投資事業
●酪農草地更新作業支援事業
●放牧場指定管理委託料
●中山間地域等直接支払事業
●有機資源センター新郷指定管理料
●有機資源センター新郷修繕費
●木質バイオマス利用促進事業
●森林整備センター受託事業
●森林環境保全整備事業
●小規模治山事業 
●広域農道路面補修負担金
●中山間地域総合整備事業負担金
●農村地域防災減災事業負担金
●農業集落排水事業特別会計への繰出金

商 　 工 　 費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　 1億4,220万6千円（1億4,755万1千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料
●新郷村商店活性化こども商品券
●温泉事業管理運営費      

土 　 木 　 費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　 3億7,830万3千円（4億2,584万9千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金
●道路改良事業費の測量設計委託料等
●雨池線等の工事請負費 
●除雪対策費  
●公営住宅外壁等工事請負費      

消 　 防 　 費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　 4億3,874万4千円（1億7,167万0千円）
●団員出動費用弁償
●全国瞬時警報システム（Ｊアラート）改修工事費
●八戸地域広域事務組合負担金    

教 　 育 　 費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　 2億0,966万9千円（2億5,580万8千円）
●特別支援教育支援員報償費
●語学指導外国青年招致事業費
●西越小学校電気設備改修工事費
●奨学金貸付金        
●小・中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）    

災 害 復 旧 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 260万0千円（300万0千円）
●農業用施設災害復旧費
●公共土木施設災害復旧事業費     

公 　 債 　 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2億6,410万0千円（2億9,720万0千円）
●長期債元金償還金 
●長期利子等償還金  

平成30年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

3,949万7千円
240万8千円
778万4千円

1,155万1千円
132万1千円
527万6千円

1,035万6千円

360万0千円
400万0千円
470万0千円
862万5千円
200万0千円
600万0千円

4,893万3千円
1,010万0千円

300万0千円
150万0千円
609万0千円

1,086万0千円
710万0千円

1,390万0千円
6,500万0千円
1,252万8千円
2,644万1千円

3,350万0千円
280万0千円

5,538万5千円

1億2,905万5千円
750万0千円

1億3,830万0千円
2,004万5千円

960万0千円

970万0千円
950万0千円

3億8,512万1千円

1,000万0千円
488万7千円
600万0千円
600万0千円

3,544万6千円

140万0千円
120万0千円

2億4,680万0千円
1,700万0千円

平
成
30
年
度

　新
郷
村
の
主
な
事
業
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〇
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
事
業

　
森
林
整
備
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
実

施
す
る
間
伐
材
買
い
取
り
事
業
を

支
援
し
ま
す
。
間
伐
材
等
を「
木

の
駅
」に
出
荷
す
る
と
、
対
価
は

村
内
の
商
店
で
使
用
で
き
る
地
域

通
貨
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
８
０
万
円

〇
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
受
託
事
業

　
村
と
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
が
共

同
で
雨
池
地
区
・
戸
来
嶽
地
区
の

除
間
伐
等
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
６
０
９
万
円

〇
林
道
橋
点
検
診
断
事
業

　
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
の
た

め
、
林
道
橋
の
点
検
・
診
断
を
行

い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
６
６
０
万
円

〇
町
村
の
魅
力
発
信
事
業

　（観
光
案
内
看
板
設
置
事
業
）

　
キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
前
の
国
道

に
は
、
こ
れ
ま
で
小
さ
な
看
板
し

か
な
く
、
観
光
客
が
気
づ
か
ず
に

通
り
過
ぎ
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
国
道
沿
い
に
大
き
な

看
板
を
設
置
し
、
更
な
る
誘
客
に

繋
げ
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
２
０
万
円

〇
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
村
内
の
農
業
用
用
排
水
路
や
農

道
な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
、
集
落
道
や
集
落
排
水
施
設
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
防
災
無
線
の

更
新
な
ど
生
活
環
境
を
整
備
す
る

た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
６
、５
０
０
万
円

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
者
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額

　
５
人
槽
　
　
　
　
58
万
６
千
円

　
　
　
　
（
工
事
費
の
２
／
３
）

　
７
人
槽
　
　
　
　
73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

〇
生
活
支
援
対
策
事
業

　
側
溝
の
泥
上
げ
や
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
賃
金
を
支
給

す
る
生
活
支
援
対
策
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
例
年
ど
お
り
秋
頃
に
作
業
員
を

募
集
し
、
10
日
程
働
い
て
頂
き
ま

す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
０
０
万
円

〇
橋
梁
整
備
事
業

　
堂
ヶ
前
橋
の
補
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
２
、７
０
０
万
円

〇
雨
池
線
道
路
改
良
事
業

　
長
峯
・
川
代
線
と
長
漕
・
長
崎

線
を
結
ぶ
道
路
の
未
改
良
区
間

（
５
０
０
㍍
）を
改
良
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
５
、０
５
０
万
円

〇
越
戸・石
ケ
守
線
道
路
整
備
事
業

　
越
戸
・
石
ケ
守
線
の
砂
利
道
区

間（
１
８
０
㍍
）の
整
備
を
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
３
、５
１
０
万
円

〇
間
明
田・石
ケ
守
線
舗
装
補
修
事
業

　
老
朽
化
し
た
村
道
間
明
田
・
石

ケ
守
線（
３
６
５
㍍
）の
舗
装
打
ち

替
え
を
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
３
、７
２
０
万
円

〇
青
森
県
地
域
住
宅
等
整
備
事
業

　
村
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
、
外
壁
・
屋
根
の
改
修
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
・
給
湯
器
の
取
替
え

等
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
１
、１
３
０
万
円

〇
学
校
給
食
の
無
料
化

　
引
き
続
き
、
村
内
小
中
学
校
の

給
食
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

〇
西
越
小
学
校
電
気
設
備
改
修
事
業

　
西
越
小
学
校
敷
地
内
に
あ
る

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
施
設
は
耐
用
年
数

を
超
過
し
て
お
り
、
停
電
事
故
の

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
備
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
６
３
０
万
円

〇
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
新
築
事
業

　
老
朽
化
が
進
ん
だ
五
戸
消
防
署

西
分
遣
所
を
新
築
し
ま
す
。

　
事
業
費

　
　
　
３
億
２
、１
４
４
万
９
千
円

〇
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

　
金
ヶ
沢
地
区
と
田
中
地
区
の
簡

易
水
道
の
施
設
を
統
合
し
、
耐
塩

素
性
病
原
生
物
対
策
と
し
て
紫
外

線
滅
菌
装
置
を
設
置
し
、
水
の
安

全
確
保
を
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
１
、２
２
０
万
円

〇
戸
来
浄
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化

　対
策
事
業

　
戸
来
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
・

電
気
設
備
の
長
寿
命
化
対
策
を

し
、
下
水
道
と
し
て
の
基
本
的
機

能
を
確
保
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
２
、９
８
２
万
円
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新
郷
村
安
全
安
心
村
づ
く
り

推
進
大
会
が
、
２
月
18
日
、
美
郷

館
で
行
わ
れ
、
住
民
、
警
察
・

消
防
関
係
者
、
関
係
団
体
等

が
、
事
故
や
災
害
の
な
い
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
へ

連
携
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
金
ヶ
沢
神
楽
保

存
会
が
村
の
安
全
安
心
を
祈
願

し
舞
を
披
露
し
、
出
席
者
全
員

で
交
通
事
故
と
災
害
犠
牲
者
へ

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

続
い
て
、
野
沢
中
学
校
３
年
の

鹿
島
愛
莉
さ
ん
が
、「
全
国
防
火

防
災
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

文
を
発
表
。
仕
事
や
家
庭
の
か
た

わ
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

す
る
父
の
背
中
か
ら
感
じ
た
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、「
一
般
社
団
法
人

男
女
共
同
参
画
地
域
み
ら
い

ね
っ
と
」
代
表
理
事
の
小
山
内

世
喜
子
氏
を
講
師
に
、
女
性
の

視
点
を
生
か
し
た
避
難
所
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

し
ん
ご
う
保
育
園
と
村
連
合
婦

人
会
が
踊
り
を
披
露
。
し
ん
ご

う
保
育
園
の
坂
根
丞
く
ん
と
福

山
佳
織
ち
ゃ
ん
が
、
こ
ど
も
警

察
官
に
ふ
ん
し「
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
す
」と
元
気
に
大
会
宣
言

を
し
ま
し
た
。

　
県
民
局
農
林
水
産
部
が
行
う

優
良
工
事
表
彰
に
お
い
て
受
賞

し
た
と
し
て
、
２
月
23
日
、
株
式

会
社
村
下
建
設
工
業（
村
下
萬
代

表
取
締
役
社
長
）と
小
坂
建
設
工

業
株
式
会
社（
小
坂
学
代
表
取
締

役
社
長
）が
櫻
井
村
長
の
元
へ
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
部
で
は
、
建
設
技

術
の
向
上
を
図
り
公
共
工
事
の

品
質
確
保
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
優

良
工
事
表
彰
及
び
優
良
技
術
者

表
彰
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
村
下
建
設
工
業

は
、
工
事
期
間
中
の
安
全
確
保

に
積
極
的
に
努
め
た
こ
と
や
、

支
障
木
を
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
燃

料
へ
有
効
活
用
し
森
林
資
源
の

循
環
利
用
に
努
め
た
こ
と
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
、
三
八
地
域

県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場

代
理
人
の
櫻
䑓
清
幸
さ
ん（
釜
坂
）

も
優
良
技
術
者
と
し
て
同
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
小
坂
建
設
工
業
株
式
会
社
は
、

稲
作
の
収
穫
前
に
工
事
を
完
了
し

地
域
の
通
作
条
件
の
改
善
に
貢
献

し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産

部
長
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林

　水
産
部
長
賞（
林
政
部
門
）

【
工
事
名
】平
成
28
年
度
県
営
森

林
管
理
道
妙
返
沢
線
開
設
工
事

株
式
会
社
村
下
建
設
工
業

優
良
技
術
者
表
彰  

櫻
䑓  

清
幸

▼
三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林

　水
産
部
長
特
別
賞

【
工
事
名
】ふ
る
さ
と
新
郷
中
山

間
２
号
工
事

小
坂
建
設
工
業
株
式
会
社

～性別・立場による被災の違い～
【環境面の困難】
・着替えや授乳の困難、下着が
干せない
・育児・介護用品、女性用品の
不足

【安全面の困難】
・多様な形態でおこる性暴力や
ハラスメントに対して、日常
にもまして声を上げにくい、
避難所の生活環境

性別や立場によって被
災生活に違いがあるこ
とをよく知り、普段か
ら個人個人（多様な人
たち）が発言しやすい
環境づくりを。

地域には、赤ちゃん、
高齢者、妊娠中の人、
障害をもつ人、外国人
など多様な人たちが暮
らしている。性別にお
いても、生物学的な違
いに加え、固定的な性
別役割分担意識が雇用
や健康に大きな影響を
与える。

安
全
安
心
村
づ
く
り
推
進
大
会

あ
い

り

せ

き

じ
ょ
う

か

お
り こ

㈱
村
下
建
設
工
業
と

小
坂
建
設
工
業
㈱
へ

優
良
工
事
表
彰

元気に大会宣言をした坂根丞くんと福山佳織ちゃん

金ヶ沢神楽保存会による祈祷

講師の小山内氏
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お知らせ
　
２
月
25
日
、
美
郷
館
で
村
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
主
催
の「
第
18
回
新
郷

Ｃ
Ｕ
Ｐ
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
量
が
少
な
く
な
る
冬
場
の

体
力
づ
く
り
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
は
中
学
生
チ
ー
ム

１
つ
を
含
め
た
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

や
わ
ら
か
い
ビ
ニ
ー
ル
の
ボ
ー
ル

が
描
く
予
測
の
つ
か
な
い
軌
道
に
、

選
手
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
粘
り
強
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

１
位
　
松
坂
だ
い
す
け

　
　 

（
体
育
協
会
野
球
部
チ
ー
ム
）

２
位
　
炎
火
林
〜
ほ
の
か
り
ん
〜

　
　（
川
代
地
区
有
志
チ
ー
ム
）

３
位
　
Ｌ
ｅ
ｔ
，ｓ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
チ
ー
ム
）

　
３
月
３
日
、「
新
郷
村
学
習
塾
」

の
閉
塾
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

校
受
験
に
向
け
た
学
力
向
上
を
目

的
に
、
村
が
無
料
で
開
校
し
、
昨

年
７
月
末
か
ら
数
学
と
英
語
の
指

導
を
毎
週
土
曜
日
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
最
後
の
講
義
を
終
え
た
﨑
翔
一

さ
ん（
新
郷
中
３
年
）は
、「
実
力
テ

ス
ト
の
点
数
が
、
数
学
10
点
、
英

語
が
20
点
あ
が
っ
た
。
苦
手
な
数

学
が
好
き
に
な
っ
た
。」と
手
ご
た
え

十
分
の
様
子
。
英
語
の
指
導
を
担

当
し
た
新
郷
中
学
校
非
常
勤
講
師

の
四
戸
麻
貴
さ
ん
は「
リ
ス
ニ
ン
グ

は
と
に
か
く
メ
モ
を
と
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
！
」と
最
後
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
し
た
。
橋
本
芳
弘
塾

長
と
学
習
指
導
員
か
ら
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
を
激
励

し
塾
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
対
象
の
中
学
３
年

生
全
員
が
受
講
を
希
望
し
、「
全
員

志
望
校
合
格
」を
目
標
に
掲
げ
、

年
末
年
始
な
ど
を
除
い
た
全
24
回

の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
３
月

８
日
の
県
立
高
校
入
学
試
験
の

結
果
、
全
員
が
第
一
志
望
校
に

合
格
。
村
営
塾
開
校
３
年
目
、

花
開
く
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
郷
中
学
校
の
生
徒
で
結
成
す

る
理
科
研
究
ク
ラ
ブ「
新
郷
守
り

隊
」が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
水
環

境
学
会
東
北
支
部
が
主
催
す
る「
東

北
・
水
す
ま
し
賞
」を
受
賞
し
ま
し

た
。

　「
東
北
・
水
す
ま
し
賞
」は
、
東

北
地
方
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対

象
に
、
水
環
境
の
保
全
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
個
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
新
郷
中
学
校
は
平

成
16
年
に
続
き
２
度
目
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
以
前
よ
り
生
徒
有
志

が
新
郷
村
遊
魚
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
五
戸
川
流
域
の
水
質
や
水
生

生
物
の
調
査
、
環
境
保
全
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

「
新
郷
守
り
隊
」と
し
て
小
坂
高
義

さ
ん（
２
年
）、下
栃
棚
弘
大
さ
ん

（
１
年
）、橋
端
圭
太
さ
ん（
１
年
）の

３
人
が
所
属
。
夏
休
み
を
中
心

に
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が
え
さ
と
す

る
虫
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
生
態
な
ど
を

研
究
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
長
年
に
渡
り
生
徒
が
主

体
的
に
活
動
を
継
続
し
て
き
た
こ

と
、
毎
年
テ
ー
マ
を
設
け
実
験
や

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
、
新
郷
中
学
校
で
行

わ
れ
た
受
賞
式
で
は
、
日
本
水
環

境
学
会
東
北
支
部
か
ら
三
上
一
幹

事
が
訪
れ
、
賞
状
と
記
念
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。
三
上
氏
は
、「
今
後

も
游
魚
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
の
水
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て

ほ
し
い
。
継
続
し
た
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
後
輩
育
成
も
頑
張
っ
て
」

と
激
励
。

　
小
坂
さ
ん
は「
仮
説
を
立
て
て
実

験
を
重
ね
て
い
く
の
が
楽
し
い
。

も
し
将
来
研
究
を
す
る
よ
う
な
仕

事
に
就
い
た
な
ら
、
今
の
経
験
を

生
か
し
て
い
き
た
い
」と
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

春の全国交通安全運動
平成30年４月６日（金）～15日（日）

交通事故死
ゼロを目指す日
4月10日(火)

新
郷
俳
句
会

余
寒
な
お
い
す
わ
り
わ
れ
を

悩
ま
せ
り

鹿
　
島
　
と
　
わ

春
浅
し
軒
流
る
滴

し
ず
く
な
り佐

　
藤
　
章
　
一

ひ
な
ま
つ
り
孫
の
笑
顔
が

ひ
な
段
に

畑
　
山
　
敏
　
則

腰
の
ば
し
ラ
ジ
オ
体
操

春
浅
し

戸
　
来
　
れ
い
子

玻
璃
の
こ
と

ガ
ラ
ス
と
知
り
し
春
浅
し

鹿
　
島
　
惠
美
子

た
わ
む
れ
に
手
折
り
し
木
付
子

寒
に
咲
く

佐
　
藤
　
直
　
子

夕
空
の
明
る
さ
増
す
も

春
浅
し

工
　
藤
　
陽
　
一

新
郷
守
り
隊（
新
郷
中
）

 

﹁
東
北
・
水
す
ま
し
賞
﹂
受
賞

白
熱
！
ビ
ニ
ー
ル

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は
じ
め

け
い

た

こ
う

だ
い

た
か

よ
し

青森県交通対策協議会 平成30年２月28日現在

平成30年 県内の交通事故概況

※ （　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。
毎月１日は「県民交通安全の日」 15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

高 齢 者 の 死 者
（65歳以上の人）

夜 間 の 死 者
歩 行 者 の 死 者
飲 酒 運 転 に よ る 死者
自動車乗車中の死者
非 着 用 死 者

５人
（±０）
５人
（±０）
３人
（±０）
０人
（－１）
１人
（－５）
０人
（－３）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

年
齢
別

状
態
別

死
者
の
状
態

夜

飲
酒

新
郷
村
学
習
塾

  

成
果
を
胸
に
閉
塾

左から下栃棚さん、橋端さん、小坂さん、三上氏（右端）

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュニティ助成
事業を実施しています。
　田中獅子舞保存会では、地域の伝統芸能の権現舞や七つ道具
などの継承のため、地域の方へのお披露目をはじめ、村の大祭
に向けて活動をし、村の活性化に寄与しています。
　今年度、伝統芸能である七つ道具や衣装等を宝くじの助成金
で整備し、活動を通じて世代間の交流を活発にし、後継者育成
に努めます。

宝くじの受託事業収入が活かされています！

２５４件
（－２６）

発
生

２月中 年間累計

４５３件
（－１３９）

２人
（＋１）

５人
（－４）

３２６人
（－２５）

５７６人
（－１８４）

死
者
傷
者

○全国重点
　⑴子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　⑵自転車の安全利用の推進 
　⑶全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
　⑷飲酒運転の根絶 
☆歩行者の皆さんは･･･
・信号のある横断歩道を利用し、右折や左折の車両にも注意して渡りましょう。
・夕暮れ時・夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。
☆運転者の皆さんは･･･
・安全確認を徹底し、速度を控え、思いやり運転を心掛けましょう。
・飲酒の翌朝も酔いが醒めたと過信せず、アルコールチェッカー等で確認をしましょう。
・後部座席もシートベルトを着用させましょう。
・チャイルドシートを正しく着用させましょう。

青森県環境生活部　県民生活文化課
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お知らせ
　
２
月
25
日
、
美
郷
館
で
村
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
主
催
の「
第
18
回
新
郷

Ｃ
Ｕ
Ｐ
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
量
が
少
な
く
な
る
冬
場
の

体
力
づ
く
り
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
は
中
学
生
チ
ー
ム

１
つ
を
含
め
た
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

や
わ
ら
か
い
ビ
ニ
ー
ル
の
ボ
ー
ル

が
描
く
予
測
の
つ
か
な
い
軌
道
に
、

選
手
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
粘
り
強
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

１
位
　
松
坂
だ
い
す
け

　
　 

（
体
育
協
会
野
球
部
チ
ー
ム
）

２
位
　
炎
火
林
〜
ほ
の
か
り
ん
〜

　
　（
川
代
地
区
有
志
チ
ー
ム
）

３
位
　
Ｌ
ｅ
ｔ
，ｓ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
チ
ー
ム
）

　
３
月
３
日
、「
新
郷
村
学
習
塾
」

の
閉
塾
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

校
受
験
に
向
け
た
学
力
向
上
を
目

的
に
、
村
が
無
料
で
開
校
し
、
昨

年
７
月
末
か
ら
数
学
と
英
語
の
指

導
を
毎
週
土
曜
日
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
最
後
の
講
義
を
終
え
た
﨑
翔
一

さ
ん（
新
郷
中
３
年
）は
、「
実
力
テ

ス
ト
の
点
数
が
、
数
学
10
点
、
英

語
が
20
点
あ
が
っ
た
。
苦
手
な
数

学
が
好
き
に
な
っ
た
。」と
手
ご
た
え

十
分
の
様
子
。
英
語
の
指
導
を
担

当
し
た
新
郷
中
学
校
非
常
勤
講
師

の
四
戸
麻
貴
さ
ん
は「
リ
ス
ニ
ン
グ

は
と
に
か
く
メ
モ
を
と
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
！
」と
最
後
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
し
た
。
橋
本
芳
弘
塾

長
と
学
習
指
導
員
か
ら
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
を
激
励

し
塾
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
対
象
の
中
学
３
年

生
全
員
が
受
講
を
希
望
し
、「
全
員

志
望
校
合
格
」を
目
標
に
掲
げ
、

年
末
年
始
な
ど
を
除
い
た
全
24
回

の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
３
月

８
日
の
県
立
高
校
入
学
試
験
の

結
果
、
全
員
が
第
一
志
望
校
に

合
格
。
村
営
塾
開
校
３
年
目
、

花
開
く
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
郷
中
学
校
の
生
徒
で
結
成
す

る
理
科
研
究
ク
ラ
ブ「
新
郷
守
り

隊
」が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
水
環

境
学
会
東
北
支
部
が
主
催
す
る「
東

北
・
水
す
ま
し
賞
」を
受
賞
し
ま
し

た
。

　「
東
北
・
水
す
ま
し
賞
」は
、
東

北
地
方
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対

象
に
、
水
環
境
の
保
全
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
個
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
新
郷
中
学
校
は
平

成
16
年
に
続
き
２
度
目
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
以
前
よ
り
生
徒
有
志

が
新
郷
村
遊
魚
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
五
戸
川
流
域
の
水
質
や
水
生

生
物
の
調
査
、
環
境
保
全
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

「
新
郷
守
り
隊
」と
し
て
小
坂
高
義

さ
ん（
２
年
）、下
栃
棚
弘
大
さ
ん

（
１
年
）、橋
端
圭
太
さ
ん（
１
年
）の

３
人
が
所
属
。
夏
休
み
を
中
心

に
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が
え
さ
と
す

る
虫
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
生
態
な
ど
を

研
究
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
長
年
に
渡
り
生
徒
が
主

体
的
に
活
動
を
継
続
し
て
き
た
こ

と
、
毎
年
テ
ー
マ
を
設
け
実
験
や

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
、
新
郷
中
学
校
で
行

わ
れ
た
受
賞
式
で
は
、
日
本
水
環

境
学
会
東
北
支
部
か
ら
三
上
一
幹

事
が
訪
れ
、
賞
状
と
記
念
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。
三
上
氏
は
、「
今
後

も
游
魚
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
の
水
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て

ほ
し
い
。
継
続
し
た
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
後
輩
育
成
も
頑
張
っ
て
」

と
激
励
。

　
小
坂
さ
ん
は「
仮
説
を
立
て
て
実

験
を
重
ね
て
い
く
の
が
楽
し
い
。

も
し
将
来
研
究
を
す
る
よ
う
な
仕

事
に
就
い
た
な
ら
、
今
の
経
験
を

生
か
し
て
い
き
た
い
」と
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

春の全国交通安全運動
平成30年４月６日（金）～15日（日）

交通事故死
ゼロを目指す日
4月10日(火)

新
郷
俳
句
会

余
寒
な
お
い
す
わ
り
わ
れ
を

悩
ま
せ
り

鹿
　
島
　
と
　
わ

春
浅
し
軒
流
る
滴

し
ず
く
な
り佐

　
藤
　
章
　
一

ひ
な
ま
つ
り
孫
の
笑
顔
が

ひ
な
段
に

畑
　
山
　
敏
　
則

腰
の
ば
し
ラ
ジ
オ
体
操

春
浅
し

戸
　
来
　
れ
い
子

玻
璃
の
こ
と

ガ
ラ
ス
と
知
り
し
春
浅
し

鹿
　
島
　
惠
美
子

た
わ
む
れ
に
手
折
り
し
木
付
子

寒
に
咲
く

佐
　
藤
　
直
　
子

夕
空
の
明
る
さ
増
す
も

春
浅
し

工
　
藤
　
陽
　
一

新
郷
守
り
隊（
新
郷
中
）

 

﹁
東
北
・
水
す
ま
し
賞
﹂
受
賞

白
熱
！
ビ
ニ
ー
ル

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は
じ
め

け
い

た

こ
う

だ
い

た
か

よ
し

青森県交通対策協議会 平成30年２月28日現在

平成30年 県内の交通事故概況

※ （　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。
毎月１日は「県民交通安全の日」 15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

高 齢 者 の 死 者
（65歳以上の人）

夜 間 の 死 者
歩 行 者 の 死 者
飲 酒 運 転 に よ る 死 者
自動車乗車中の死者
非 着 用 死 者

５人
（±０）
５人
（±０）
３人
（±０）
０人
（－１）
１人
（－５）
０人
（－３）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

年
齢
別

状
態
別

死
者
の
状
態

夜

飲
酒

新
郷
村
学
習
塾

  

成
果
を
胸
に
閉
塾

左から下栃棚さん、橋端さん、小坂さん、三上氏（右端）

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュニティ助成
事業を実施しています。
　田中獅子舞保存会では、地域の伝統芸能の権現舞や七つ道具
などの継承のため、地域の方へのお披露目をはじめ、村の大祭
に向けて活動をし、村の活性化に寄与しています。
　今年度、伝統芸能である七つ道具や衣装等を宝くじの助成金
で整備し、活動を通じて世代間の交流を活発にし、後継者育成
に努めます。

宝くじの受託事業収入が活かされています！

２５４件
（－２６）

発
生

２月中 年間累計

４５３件
（－１３９）

２人
（＋１）

５人
（－４）

３２６人
（－２５）

５７６人
（－１８４）

死
者
傷
者

○全国重点
　⑴子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　⑵自転車の安全利用の推進 
　⑶全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
　⑷飲酒運転の根絶 
☆歩行者の皆さんは･･･
・信号のある横断歩道を利用し、右折や左折の車両にも注意して渡りましょう。
・夕暮れ時・夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。
☆運転者の皆さんは･･･
・安全確認を徹底し、速度を控え、思いやり運転を心掛けましょう。
・飲酒の翌朝も酔いが醒めたと過信せず、アルコールチェッカー等で確認をしましょう。
・後部座席もシートベルトを着用させましょう。
・チャイルドシートを正しく着用させましょう。

青森県環境生活部　県民生活文化課

11 10
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お知らせ

　国民健康保険五戸総合病院では、第１・第３・第５土曜日は一部診療を行ってきましたが、平成30年４月
から土曜日を全て休診することとなりました。なお、休診日となる土曜日・日曜日・祝日等につきましては、
これまでどおり救急外来で対応致します。今後とも、ご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

国民健康保険五戸総合病院　℡ 0178－61－1200

五戸総合病院  土曜日休診のお知らせ

　介護保険法第117条により、第７期（平成30年度～平成32年度）の介護保険事業に係る保険給付の円滑
な実施を確保するための計画を策定したことに伴い、介護保険料が下表のとおり変更となります。介護
給付等の対象サービスを提供する体制の確保と地域支援事業により、地域の実情に応じて高齢者が可能
な限り住み慣れた地域で、自立した生活を営むことができるよう引き続き支援してまいりますので、
皆様のご理解と協力をお願いいたします。

　県税の納付は、便利で、安全・確実な口座振替をご
利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業
税、法人県民税･法人事業税･地方法人特別税、軽油
引取税です。納税義務者本人の通帳と預金届出印を
持参のうえ、最寄りの取扱金融機関又は県税部の窓口
に備え付けの申込用紙によりお手続きできます。
　なお、自動車税の口座振替の申込期限は、平成30年
度は、４月27日です。お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、
信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協等です。

（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）
　問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課

℡ 0178－27－5111（内線357・327・211）

県税の口座振替のお願い

　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部で
は、県内の中小企業の従業員とそのご家族が
加入する健康保健事業を運営しています。
　平成30年度における当支部の健康保険料率
は、9.96％のまま据え置きとなります。
　厳しい医療保険の財政状況の中、協会けん
ぽのさまざまな取り組みにおける、加入者及
び事業主の皆さまのご理解とご協力に対して
感謝申し上げます。保険料額はホームページ
からご覧いただけます。

問い合わせ　全国健康保険協会青森支部
青森市長島２－25－３　℡ 017－721－2713
ホームページ http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/aomori/

平成30年度協会けんぽ
青森支部の保険料率について

平成30年４月から65歳以上介護保険料が変わります

問い合わせ　役場厚生グループ介護保険係  ℡ ６１－７５５５　新郷村地域包括支援センター  ℡ ６１－７５６０

　①乳幼児医療費 ②子ども医療費 ③ひとり親家庭等医療費は現在、医療費の自己負担分を医療機関に
支払った後に役場へ申請する制度ですが、平成30年４月診療分から青森県内の医療機関の窓口に受給
資格証と保険証を提示することで、窓口での支払いが不要になる制度を開始します。
　助成範囲は今まで通り、保険診療が適用される医療費の自己負担分となっております。対象者には
３月の最終日までに新しい資格証を郵送いたしますので、ご確認ください。
　ただし、保険証や資格証を持たずに受診した場合や、県外の医療機関を受診した場合などは、今まで
通り償還払いでの助成になります。

問い合わせ　役場住民グループ　℡ 78－2111（内線182・604）

乳幼児医療費、子ども医療費、ひとり親家庭等医療費助成制度

４月から県内の医療機関窓口での支払いが不要になります！

違反対象物の公表制度
春の火災予防運動

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに
あたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって
火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の
発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的に実施されます。火災のほとんどは、「チョッ
ト」した不注意から発生しています。
　住民一人ひとりが防火に関心を持ち、次の７つの
ポイントに気を付けて火災のない村にしましょう。

◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

実施期間  平成30年４月９日（月）～４月15日（日）
統一標語 『火の用心　ことばを形に　習慣に』

重大な消防法令違反のある建物を八戸地域広域
市町村圏事務組合ホームページに公表します。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣
★寝たばこは、絶対やめる。
★ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する｡
★ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
★逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
★寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する｡
★火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
★お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

●防火教室や救急講習会の開催については、お気軽に
ご相談ください。

●住宅用火災警報器設置について、ご不明な点がございま
したらご相談ください。（西分遣所 ℡ 0178－78－2119）

●火災・救急・救助は「119」
●八戸消防本部情報案内（災害情報等テレホンガイド）

　　　　　　　　　　　　　　℡ 0180－991－888

しょうぼう情報

違反公表制度とは
　建物を利用する方自らが、建物の防火安全に
関する情報を確認して、利用の判断に活用できる
よう、重大な消防法令違反のある防火対象物に
関する内容をインターネット等により公表する
制度です。

対象となる建物用途
　劇場や飲食店、店舗など不特定多数の者が利
用する建物や、病院や社会福祉施設など一人で
避難することが難しい方が利用する建物が対象
です。（八戸地域広域市町村圏事務組合火災予防
条例施行規則第14条第１項）

対象となる重大な消防法令違反
消防法令で設置義務があるにもかかわらず、以
下の消防用設備が設置されていないものです。
○屋内消火栓設備
○スプリンクラー設備
○自動火災報知設備

公表の内容
○建物の名称　○建物の所在地　○違反の内容　○公表日

公表の方法
八戸地域広域市町村圏事務組合ホームページ、
消防本部及び消防署へ掲示します。

問い合わせ　八戸地域広域市町村圏事務組合
　　　　　　消防本部 予防課  ℡ 0178－44－2133

医療費種類

③ひとり親家庭等医療費

①乳幼児医療費
　（小学校就学前の児童） 償還払い

（医療機関に支払った後に
役場へ申請する制度）

現物給付
（窓口での支払いが不要
になる制度）②子ども医療費（小・中学生）

現在の制度変更後の制度

※親は償還払い

【施行日　平成30年４月１日】

・老齢福祉年金受給者および生活保護受給者等
・村民税世帯非課税者で
　課税年金収入＋合計所得金額が80万円以下
・村民税世帯非課税者で
　課税年金収入＋合計所得金額が80万円超～120万円以下

・村民税世帯課税で
　本人非課税者で課税年金収入＋合計所得金額が80万円以下
・村民税世帯課税で
　本人非課税者で課税年金収入＋合計所得金額が80万円超

・村民税世帯非課税者で
　課税年金収入＋合計所得金額が120万円超

・村民税本人課税で
　合計所得金額が120万円未満
・村民税本人課税で 
　合計所得金額が120万円以上200万円未満
・村民税本人課税で
　合計所得金額が200万円以上300万円未満
・村民税本人課税で
　合計所得金額が300万円以上

（基準額×0.45）
年額  32,940円

（基準額×0.75）
年額  54,900円

（基準額×0.9）
年額  65,880円
（基準額×1.0）
年額  73,200円

（基準額×0.75）
年額  54,900円

（基準額×1.2）
年額  87,840円
（基準額×1.3）
年額  95,160円
（基準額×1.5）

年額  109,800円
（基準額×1.7）

年額  124,440円

第１段階

第２段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第３段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

2,745円

4,575円

5,490円

6,100円

4,575円

7,320円

7,930円

9,150円

10,370円

所　得　等　区　分 介護保険料（年額）所得段階

◆ 平成30年度～平成32年度の介護保険料 ◆
月額換算
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お知らせ

　国民健康保険五戸総合病院では、第１・第３・第５土曜日は一部診療を行ってきましたが、平成30年４月
から土曜日を全て休診することとなりました。なお、休診日となる土曜日・日曜日・祝日等につきましては、
これまでどおり救急外来で対応致します。今後とも、ご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

国民健康保険五戸総合病院　℡ 0178－61－1200

五戸総合病院  土曜日休診のお知らせ

　介護保険法第117条により、第７期（平成30年度～平成32年度）の介護保険事業に係る保険給付の円滑
な実施を確保するための計画を策定したことに伴い、介護保険料が下表のとおり変更となります。介護
給付等の対象サービスを提供する体制の確保と地域支援事業により、地域の実情に応じて高齢者が可能
な限り住み慣れた地域で、自立した生活を営むことができるよう引き続き支援してまいりますので、
皆様のご理解と協力をお願いいたします。

　県税の納付は、便利で、安全・確実な口座振替をご
利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業
税、法人県民税･法人事業税･地方法人特別税、軽油
引取税です。納税義務者本人の通帳と預金届出印を
持参のうえ、最寄りの取扱金融機関又は県税部の窓口
に備え付けの申込用紙によりお手続きできます。
　なお、自動車税の口座振替の申込期限は、平成30年
度は、４月27日です。お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、
信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協等です。

（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）
　問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課

℡ 0178－27－5111（内線357・327・211）

県税の口座振替のお願い

　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部で
は、県内の中小企業の従業員とそのご家族が
加入する健康保健事業を運営しています。
　平成30年度における当支部の健康保険料率
は、9.96％のまま据え置きとなります。
　厳しい医療保険の財政状況の中、協会けん
ぽのさまざまな取り組みにおける、加入者及
び事業主の皆さまのご理解とご協力に対して
感謝申し上げます。保険料額はホームページ
からご覧いただけます。

問い合わせ　全国健康保険協会青森支部
青森市長島２－25－３　℡ 017－721－2713
ホームページ http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/aomori/

平成30年度協会けんぽ
青森支部の保険料率について

平成30年４月から65歳以上介護保険料が変わります

問い合わせ　役場厚生グループ介護保険係  ℡ ６１－７５５５　新郷村地域包括支援センター  ℡ ６１－７５６０

　①乳幼児医療費 ②子ども医療費 ③ひとり親家庭等医療費は現在、医療費の自己負担分を医療機関に
支払った後に役場へ申請する制度ですが、平成30年４月診療分から青森県内の医療機関の窓口に受給
資格証と保険証を提示することで、窓口での支払いが不要になる制度を開始します。
　助成範囲は今まで通り、保険診療が適用される医療費の自己負担分となっております。対象者には
３月の最終日までに新しい資格証を郵送いたしますので、ご確認ください。
　ただし、保険証や資格証を持たずに受診した場合や、県外の医療機関を受診した場合などは、今まで
通り償還払いでの助成になります。

問い合わせ　役場住民グループ　℡ 78－2111（内線182・604）

乳幼児医療費、子ども医療費、ひとり親家庭等医療費助成制度

４月から県内の医療機関窓口での支払いが不要になります！

違反対象物の公表制度
春の火災予防運動

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに
あたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって
火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の
発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的に実施されます。火災のほとんどは、「チョッ
ト」した不注意から発生しています。
　住民一人ひとりが防火に関心を持ち、次の７つの
ポイントに気を付けて火災のない村にしましょう。

◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

実施期間  平成30年４月９日（月）～４月15日（日）
統一標語 『火の用心　ことばを形に　習慣に』

重大な消防法令違反のある建物を八戸地域広域
市町村圏事務組合ホームページに公表します。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣
★寝たばこは、絶対やめる。
★ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する｡
★ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
★逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
★寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する｡
★火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
★お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

●防火教室や救急講習会の開催については、お気軽に
ご相談ください。

●住宅用火災警報器設置について、ご不明な点がございま
したらご相談ください。（西分遣所 ℡ 0178－78－2119）

●火災・救急・救助は「119」
●八戸消防本部情報案内（災害情報等テレホンガイド）

　　　　　　　　　　　　　　℡ 0180－991－888

しょうぼう情報

違反公表制度とは
　建物を利用する方自らが、建物の防火安全に
関する情報を確認して、利用の判断に活用できる
よう、重大な消防法令違反のある防火対象物に
関する内容をインターネット等により公表する
制度です。

対象となる建物用途
　劇場や飲食店、店舗など不特定多数の者が利
用する建物や、病院や社会福祉施設など一人で
避難することが難しい方が利用する建物が対象
です。（八戸地域広域市町村圏事務組合火災予防
条例施行規則第14条第１項）

対象となる重大な消防法令違反
消防法令で設置義務があるにもかかわらず、以
下の消防用設備が設置されていないものです。
○屋内消火栓設備
○スプリンクラー設備
○自動火災報知設備

公表の内容
○建物の名称　○建物の所在地　○違反の内容　○公表日

公表の方法
八戸地域広域市町村圏事務組合ホームページ、
消防本部及び消防署へ掲示します。

問い合わせ　八戸地域広域市町村圏事務組合
　　　　　　消防本部 予防課  ℡ 0178－44－2133

医療費種類

③ひとり親家庭等医療費

①乳幼児医療費
　（小学校就学前の児童） 償還払い

（医療機関に支払った後に
役場へ申請する制度）

現物給付
（窓口での支払いが不要
になる制度）②子ども医療費（小・中学生）

現在の制度変更後の制度

※親は償還払い

【施行日　平成30年４月１日】

・老齢福祉年金受給者および生活保護受給者等
・村民税世帯非課税者で
　課税年金収入＋合計所得金額が80万円以下
・村民税世帯非課税者で
　課税年金収入＋合計所得金額が80万円超～120万円以下

・村民税世帯課税で
　本人非課税者で課税年金収入＋合計所得金額が80万円以下
・村民税世帯課税で
　本人非課税者で課税年金収入＋合計所得金額が80万円超

・村民税世帯非課税者で
　課税年金収入＋合計所得金額が120万円超

・村民税本人課税で
　合計所得金額が120万円未満
・村民税本人課税で 
　合計所得金額が120万円以上200万円未満
・村民税本人課税で
　合計所得金額が200万円以上300万円未満
・村民税本人課税で
　合計所得金額が300万円以上

（基準額×0.45）
年額  32,940円

（基準額×0.75）
年額  54,900円

（基準額×0.9）
年額  65,880円
（基準額×1.0）
年額  73,200円

（基準額×0.75）
年額  54,900円

（基準額×1.2）
年額  87,840円
（基準額×1.3）
年額  95,160円
（基準額×1.5）

年額  109,800円
（基準額×1.7）

年額  124,440円

第１段階

第２段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第３段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

2,745円

4,575円

5,490円

6,100円

4,575円

7,320円

7,930円

9,150円

10,370円

所　得　等　区　分 介護保険料（年額）所得段階

◆ 平成30年度～平成32年度の介護保険料 ◆
月額換算



ぼくの大好きな「アンパンマン」のなかま
を描きました！！ 「アンパンマン」と「バイキ
ンマン」「メロンパンナちゃん」と「ドキン
ちゃん」。ぜーんぶ好きだけど１番好きな
のは…やっぱりアンパンマンです！！

横 田　叶 翔くん（もも組）
かな と

か りゆ

よこ た

私、お絵描きが好きで、色々なものを
描けますよ♥ だぁーい好きな「おかあ
さん」と「おとうさん」を描きました。
２人ともまつげが長くて、かわいいん
だよ！！ 上手に描けたでしょ！？

福山  弓佳璃ちゃん（もも組）
ふくやま

４月 ダイヤモンド（金剛石）
̶ 洗浄・無垢 ̶

男　1,261人（－６人）
女　1,309人（－３人）
計　2,570人（－９人）
世帯数940世帯（－２世帯）

（平成30年２月末現在）

12月

うづき
April卯 月

人の動き

む ら の ガイド
平成30年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１８年４月
行　　事　　等日 曜

新郷温泉館休館日
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集受付（～13日）
春の全国交通安全運動（～15日）
小・中学校入学式
春の防火広報パレード
新郷温泉館休館日
春の火災予防週間（～15日）
障がい者出張相談

（総合福祉センター 10：00～12：00）
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
人権相談所（相談室 9：00～12：00）
第423回子ども会親子早起き掃除
春のクリーン大作戦
新郷温泉館休館日
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
乳児・１歳６ヶ月児・２歳児健診
新郷温泉館休館日
燃えないごみ収集日　※毎月第４火曜日
新郷村商店活性化こども商品券交付申請（～26日）
春季犬の登録と狂犬病予防注射（～27日）
使用済小型家電製品巡回回収（～27日）
資源ごみ（缶）収集日　※毎月第４金曜日
五戸地区消防連絡協議会観閲式
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みんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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髙長根　さくらちゃん
Ｈ29・５・29生
（地区）西越
（パパ）博樹
（ママ）真衣
パパとママのねがい

元気で優しい子に育って
ください。

たか なが ね

ひろ き

ま い
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※平成30年４月から変更になりました




